
こんばんは。ヤッピー通信４号です。 
やっぱりいいですね。通信。 
以前も、書いたかと思うのですが、学級担任時代、結構な量の通信を書いてきました。 
いろいろ、理由があるのですが、やっぱり単純に文章を書くのが好きなんだろうなぁって思います。 
ただ、この文章を書くという作業、昔から好きだったのか？　というと、全くそうではなくて、好き嫌い
というよりも、得意ではなかったかと思います。 

今から10年ほど前から「生きる力」という言葉が学校現場に出てきました。 
それで、この「生きる力」というものを身につけさせるためには、「国語力」は絶対必要なものだと思っ
てはいました。もちろん、当時はそこにしっかりとした理屈があったわけでは無いですが、それでも何と
なく大事だよな、という風には考えていたんです。 

だから、担任をしたクラスではたくさん作文を書かせたり、いろいろな形で発表形式の授業をしたりして
いました。 
それで、子どもたちもやるんだったら、自分自身もやらなきゃなという感じで、このヤッピー通信と同じ
形のA4裏表の学級通信を書いたのが最初でした。 
初めは、手書きからスタートしたかと思います。 
だから、それなりの量を書くにはかなりの時間を要しましたし、今読むとなかなかのひどい文章でした💦  

でも、週1回出すと決めて、頑張って書き続けました。 
「書くことが無い・・・」と子どもたちが、よく言いますが、僕も本当にそうでした。 
だから、学級通信用のネタをいつも探していました。 
行事や大きなニュースがある時はいいのですが、そう言ったのが無いときは時事から、教育全般の話題、
クラスのちょっとしたエピソードなど、絞り出しながら、うんうん唸りながら書いていましたよ😅  

でも、そうやって続けていくうちに、段々と時間もかからないようになり、文章もまとまってくるように
なりました。 
そうして、1年、2年、3年・・・と続けていく中で、いつの間にか苦ではなくなってきて、文章を書くこ
とがだんだんと楽しくなってきたんですね。 
以前は、文章全体の構図というか設計を少し組み立ててから、書いていたのですが、今はどちらかという
と、こんな感じのことを書こうかなぁ、と頭で考えて、あとは勢いで書いていき、最後に修正を加えて完
成する感じです。 
文章を書くことが苦しかったのが、いつの間にか「楽しい」に変化していったんです。 
そして、変化したことはそれだけではなく、実は自分自身の中で、もっとすごい発見があったんです！ 

何かというと、文章を書けるようになったことで、「話す力」や「聞く力」が自然と身につき、「考える
力」や「コミュニケーション力」など仕事全般の力が、ものすごく向上していたことに、ある時気づきま
した！ 

そうなんです！ 
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僕の場合は、学級通信を書き続けることで「国語力」が向上し、仕事全般で必要な力が向上していったん
です！ 

昔から、「国語力」は必要だと思っていたのですが、自分自身の経験から「国語力」が身につくことで、
考える力、強いては仕事や生きていく上で重要な力が身につくと、体験からはっきりと分かったんです。 

夏休みのヤッピーサマースクールからスタートして、そこから子どもたちのために何を提供していきたいの
か考え、やっぱり「国語力」なんだと考えました。 
僕の中で絶対的に必要だと言えるのがこの「国語力」なんです！ 
だから、「ヤッピー国語教室」なんです！ 

ヤッピーでは算数・数学も英語も試験対策もやりますが、メインは国語です。 
僕も中１の娘がいますので、目の前の試験や成績も大切なのもよく分かります。 
でも、本当に必要なことは、子どもが「自分の力で自分の言葉でしっかりと歩いていけること」 
そのための勉強であり、それ以外は本当はそんなに必要のないことなのだと思っています😄  
だから、何遍もしつこく言いますが「国語力」が本当に必要だと思います。 

今他にもたくさん学習塾があって、中学生くらいになるとほとんどの子どもがどこかしらに通っています
よね。目の前の試験でいい点を取るために、かなりの金額の月謝を払って。 
つくづく「もったいない・・・」と思うんです。 
勘違いしてほしくないのは、塾に通うのが悪いことじゃないんです。 
その学習が、子どもの成長につながっているかどうか？ 
ぜひ、ここをよく考えてほしいと思っています。 

成長という部分で、教科学習の中で言ったら、僕の中では断然「国語」です。 
そして、その国語力を身につけるために、最も効果的なのが「出口汪さん」の「論理エンジン」だと思っ
ています。 

最近、高学年のコースで火曜日のみ「作文教室」もスタートしました。 
「論理エンジン」だけで十分だとは思っているのですが、やはり「文章を書く」という練習は、多ければ
多いほど良いというのも、自分自身の経験から実感しているので、週2回来ている子をメインに実験的に
行っています。 
こちらにも、興味のある方はお問い合わせくださいね！ 

⇩ヤッピー豆まきの様子です


